
INSIGHT HOME DESIGN

ほかの道具との違い
Insight Home Designは「届いた図面を確かめ、修正を依頼し、記録する」ことに絞っています。作図・申請用の計算・現場との共有は、

ほかの道具のほうが得意です。今お使いの道具と併せてお使いください。

項目 Insight Home

Design

住宅CAD（自社で作図する設計

の道具）

申請前のAIチェック（ク

ラウド）

個別開発のAI

検図

施工管理・図面共有のク

ラウド

外注先が別のCADで描いた図面（Jw_cad・DXF・PDF）を、受け取る側

で確かめる
◎ — △ ○ —

図面どうしの食い違い（平面図・面積表・立面図・外皮計算の数値と窓） ◎ △ △ ○ —

法令の判定（条文つきの検算。告示・条例の数値は原文と照合したものだ

けで判定し、照合できないもの〔N値の係数など〕は「要確認」）

△ ○ ○ ○ —

指摘書と回答用Excelの作成、再提出で直ったか・また出たかの仕分け ◎ — ○ △ △

外注先ごとの記録（再発の割合・直るまでの提出の回数） ◎ — — — —

同じ図面から員数表を作る（電気・サッシ・基礎金物） ○ △ — — —

画面と指摘書の中国語・ベトナム語対応（訳すのは指摘の文・書面の見出

し・画面。会社のチェック項目・法令名・室名は日本語のまま）

◎ — — — —

図面を社外に出さずに使える（御社のPCの中だけで処理。クラウドとAI

のオプションを使うときを除く）
◎ ◎ — △ —

設定なしで当日から使える（標準の49項目） ◎ ○ ○ △ ○

構造・天空率・省エネなどの計算を幅広く扱う △ ◎ ○ ○ —

作図から確認申請図書の作成まで一貫して行う・3Dやパース — ◎ — — —

現場や協力会社とスマホで共有する — — — — ◎

◎ 得意　○ できる　△ 一部・条件つき　— 公開情報で確認できない

2026年10月時点の公開情報にもとづく当社の見立てです。道具の種類ごとの一般的な傾向で、製品・版・設定により異なります。ほかの道具の「—」は、その機能が無いという意味ではなく、公開情報に記載が見つからなかっ

たという意味です。Insight Home Designの「受け取る側で確かめる」「図面どうしの食い違い」は機能としての印です。確かめる時間がどれだけ減るかは、試用で測っているところです。

HARMONIC insight ─ Insight Home Design 製品ページ（insight-office.com）の比較表と同じ内容です。


